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Ａ．研究目的 

人間関係の土台はコミュニケーションの在
り方だということが出来る。適切でないコミュ
ニケーションは人間同士の問題を作りやすく
（暴力、回避、いじめなど）、若年の内に基本
的なコミュニケーションスキルの獲得をする
ことは将来の問題に対する予防的な意味もあ
り重要である。 

本研究では、子どものみならず、親と子のコ
ミュニケーションスキルの向上を目的として
いる。CBT 班では、今年度、中高生とその親を
対象にコミュニケーションのスタイルについ
ての心理教育マテリアル冊子を作成した。こう
することでこの冊子を読んだ者が自分のコミ
ュニケーションを第 3 者的に俯瞰することが
でき、そのことが今後の変化への第一歩と考え
るからである。 

 

Ｂ．研究方法 

 本研究の方法は以下の通りである。 

 親子の予防的心理教育マテリアルの開発 

・ 中高生とその親を対象にしたコミュニ
ケーションスキルに関する資料・冊子
の作成 

・ 中高生が親しみやすい形態にする 

 漫画形式にして、親しみやすい内
容にする工夫をする 

・ 資料を読むことで以下のことを学習す
る(親子で一緒に読んでも、別々に読ん
でも可能) 

 自分のコミュニケーションスタ
イルに気づく 

 相手を理解する 

 相手に自分を理解してもらう 

 

Ｃ．研究結果 

研究要旨 

認知行動療法(Cognitive behavior therapy; 以下、CBT)は、うつ病、不安障害、強迫性障害、心
的外傷後ストレス障害など、年齢を問わず幅広い対象に対する効果が示されており(Clark, 2010

他)、医療だけでなく、教育、福祉、健康管理、リハビリテーション、ストレスマネージメントな
ど多方面で活用されている。 

本研究の CBT 班では「CBT を用いた親子の予防的心理教育マテリアルの開発」を目指し、親
と子のコミュニケーションスキルの向上を目的とする。平成 30 年度は海外や本邦で使用されて
いる児童・青少年用のメンタルヘルスに関する心理教育マテリアルや文献を集め、関係者や業者
との会議を重ね、親と子のコミュニケーションスキルに関する予防的心理教育マテリアルのハ
ンドブックを作成した。 
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 平成 30 年度は中高生用のメンタルヘルスに
関する心理教育マテリアルや文献を検索し、コ
ミュニケーションスキルに関する冊子を作成
した(※以下の資料を参照)。 

※資料：心理教育用の冊子（一部抜粋） 

 

 
 

Ｄ．考察 

 平成 30 年度は、心理教育用の冊子作成に留
まったが、平成 31 年度は、養護教員、教師、
医師、心理師、看護師など、子どもに携わる専
門職を対象にした冊子の使い方研修と専門家
自身のコミュニケーションスキル向上研修が
望ましいのではないだろうか。 

 

Ｅ．結論 

 平成 31 年度前半では、専門職を対象にした
コミュニケーションスキル訓練の研修プログ
ラムを開発し、同年の中頃には、連携機関での
研修を実施できるようにしていく予定である。 
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